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令和6年第2回（3月）定例会

令和6年第2回定例会が3月8日から15日まで開催され、村からの上程議案31議案が審議されました。

一部事件撤回及び事件訂正がありましたが、全会一致で可決されました。

令和6年度一般会計予算

25億2,000万円

対前年比 3億9,900万円増額

〇地方交付税 地方自治体の財政格差をな

くすため、国から村に交付

されるお金

〇国庫支出金 事業を行うため、国や県か

県支出金 ら交付される補助金

〇繰入金 貯蓄している基金等から一

般会計に繰り入れるお金

〇村 債 村が国や銀行等から借り入

れる借金

歳入

〇総務費 村の義務的経費等（人件費等）

〇民生費 社会福祉等に充てられる経費

〇土木費 道路改良、維持工事、住宅に充

てられる経費

〇公債費 村の借入金の返済に充てられる

経費

〇災害復 災害復旧に充てられる経費

復旧費

〇教育費 教育に充てられる経費

〇農林水 農林水産業に充てられる経費

業費

〇衛生費 村民の病気や予防、ウイルス感

染症対策等に充てられる経費

〇消防費 消防活動の経費

〇商工費 商工活動に充てられる経費

〇議会費 議会の経費

歳出

＊予算の詳細については、広報うぶやま５月号に添付された

令和６年度産山村当初予算説明書をご覧下さい。



令和６年度各特別会計予算

会 計 名 令和6年度 令和5年度 増減額 増減率

国民健康保険特別会計 2億1,390万円 2億734万円 656万円 増 103.2％

後期高齢者医療特別会計 3,230万円 2,860万円 370万円 増 112.9％

簡易水道事業特別会計 4,514万円 8,082万円 3,568万円 減 55.9％

診療所特別会計 5,990万円 7,150万円 1,160万円 減 83.8％

介護保険特別会計 2億7,320万円 2億6,210万円 1,110万円 増 104.2％

令和５年度各会計補正予算

会 計 名 増 減 総 額 主な内訳

一般会計 9,520万円 減 23億9,097万円 主な補正は、各種事業確定による増減

国民健康保険特別会計 212万円 増 2億1,120万円 各種事業確定に伴う増減

後期高齢者医療特別会計 184万円 減 2,750万円 各種事業確定に伴う減額

簡易水道事業特別会計 ― 8,266万円 事業費確定に伴う財源更正

診療所特別会計 422万円 減 7,084万円 事業費確定に伴う増減

介護保険特別会計 58万円 増 3億1,129万円 事業費確定に伴う増減

その他の議案

〇報告第1号 「株式会社うぶやま」の経営状況報告（令和5年度第3四半期）について

要旨 「株式会社うぶやま」の10月から12月の経営状況について報告があり、うぶマートを除いた事業

については、売上が増加しましたが、電気・ガス・燃料等の高騰により厳しい運営である旨が報

告されました。

〇議案第3号 産山村介護保険条例の一部を改正する条例について

〇議案第4号 産山村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準等に関する条例の一部を改正する

条例について

〇議案第5号 産山村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する規準を定める条例の

一部を改正する条例について

〇議案第6号 産山村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着

型介護予防サービスに係る介護の一部を改正する条例について

要旨 議案第3号から第6号までは、第9期介護保険計画に伴う利用料金や条項等の改正によるもの。

〇議案第7号 産山村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

〇議案第8号 産山村職員等の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

〇議案第9号 村長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改正する条例について

要旨 議案第7号から第9号までは、国の地方自治法改正に伴うもの。

〇議案第10号 村有原野の貸付について

要旨 村有原野（大利地区）の貸付申請があり、令和6年4月から3年間貸し付けるもの。

〇議案第11号 産山村高校生がんばれ助成金条例の全部を改正する条例について

要旨 令和7年度から高校入学時の助成金の支給について上程されたが、再度検討する必要があるため、

事件撤回となった。
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＊『事件撤回』とは、正規の手続きによって提出された上程議案を提出者(村長)側に取り戻し、
最初から提出しなかったことと同じ状態にすることをいいます。



〇議案第13号 熊本県広域行政不服審査会共同を設置する地方公共団体の数の増加及び熊本県広域行政

不服審査会共同設置規約の変更について

要旨 熊本県内市町村で参画する熊本県広域行政不服審査会共同設置規約について今回、玉名市、南関

町、和水町が加入することにより条例を改正するもの。

〇議案第14号 うぶマート事業特別会計設置条例を廃止する条例について

〇議案第15号 うぶマート設置及び管理に関する条例を廃止する条例について

要旨 議案第14号、15号について、うぶマートの運営が令和5年4月から「株式会社うぶやま」が指定管

理者となり、産山村の管理運営が不要となったため、条例を廃止するもの。

〇同意第3号 産山村教育委員会教育長の任命について

要旨 産山村教育委員会教育長について、令和6年3月末で任期満了となりますが、現教育長の星山 晃

氏が再任されました。

〇同意第4号 産山村教育委員会委員の任命について

〇同意第5号 産山村教育委員会委員の任命について

要旨 同意第4号、第5号については、産山村教育委員会委員の任期が令和6年3月25日で2名の方が任期

満了を迎えるため、それに伴い次期、教育委員会委員の同意を求めるものです。

なお、同委員会委員として森本春樹氏が再任、碓井貴博氏が新任されました。

3月定例会（令和6年度主要事業）

最適土地利用総合対策事業
2,041万円

農地保全に必要な地域ぐるみの話合いを行い、最適

な土地利用構想の策定や基盤整備等の条件整備、鳥獣

対策、粗放的な土地利用等を支援する（財源：県100％）

稼げる村づくり推進事業
1,110万円

ふるさと納税の寄付額増加に向けた体制整備、ふる

さと返礼品のブランド力強化、関係人口の深度強化、

ふるさと特使の運営、移住定住者の支援の充実を図る

（財源：国1/2 村1/2）

産山村観光施設修繕事業
4,643万円

村の観光施設の経年劣化により改修するもの。本年度

は、ヒゴタイ公園キャンプ村ロッジ、ヒゴタイ公園ビジ

ターセンター空調整備、ファームビレッジロッジ、うぶ

やま牧場の外壁・空調・電気設備など（財源：県、村）

道路新設改良費
2億3,306万円

本年度事業計画に基づき、改良及び防災工事を行う

もの（道路改良２路線、防災１路線、舗装３路線、橋

梁補修４橋、橋梁点検２５橋、橋梁補修設計４橋、測

量設計３委託） （財源：国、村債、村）
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写真は、改良工事が進む村道片俣・

菅生線
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住宅改修事業
3,500万円

公営住宅長寿命化計画に基づき、大利団地（12戸）

の外壁等の補修工事を行うもの

（財源：国45％、村債55％）

ゴミ収集車購入事業
1,300万円

現在稼働中のゴミ収集車の車体の劣化が進んでいる

ため、更新するもの（財源：村債100％）

３ 月 定 例 会 質 疑 応 答

【
問
】

熊
本
地
震
復
興
基
金
追
加
分
と
し
て
、
熊

本
県
か
ら
１
３
２
８
万
円
が
配
分
さ
れ
て
い
る
が
、

主
な
使
い
道
及
び
い
つ
ま
で
に
使
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
尋
ね
る
。

【
問
】

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
料
金
上
昇
負
担
軽
減
対
策
事
業

に
つ
い
て
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
申
請
が
少
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
Ｐ
Ｒ
が
少
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

【
答
】

災
害
の
復
旧
復
興
や
地
域
防
災
の
向
上
に

使
用
す
る
。

ま
た
、
こ
の
基
金
は
令
和
８
年
12
月
末
ま
で
に

使
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

【
答
】

県
の
事
業
で
あ
る
た
め
、
県
の
広
報
に
よ

り
周
知
し
た
。
村
と
し
て
も
お
知
ら
せ
端
末
や
広

報
等
で
周
知
を
行
っ
た
。
６
４
０
戸
の
予
算
枠
で
、

対
象
世
帯
が
４
６
７
世
帯
で
２
５
１
戸
の
申
請
と

な
っ
た
。

【
問
】

経
営
開
始
資
金
事
業
と
経
営
発
展
支
援

事
業
補
助
金
の
内
容
を
伺
う
。

【
問
】

大
利
団
地
の
改
修
事
業
に
つ
い
て
団
地

建
築
年
数
及
び
何
棟
あ
り
、
ど
こ
を
改
修
す
る

の
か
。

【
問
】

大
利
団
地
よ
り
古
い
住
宅
が
あ
り
、
そ

の
他
の
改
修
計
画
は
あ
る
の
か
。

【
答
】

経
営
開
始
資
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
新

規
就
農
に
伴
う
資
金
の
交
付
事
業
で
、
就
農
か

ら
３
年
間
の
交
付
の
事
業
。
（
令
和
５
年
度
～

令
和
７
年
度
ま
で
）

経
営
発
展
支
援
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

親
元
就
農
さ
れ
る
方
で
今
後
家
の
農
業
を
継
承

さ
れ
て
い
か
れ
る
方
に
対
し
て
の
補
助
金
で
上

限
１
０
０
０
万
円
の
75
％
が
補
助
対
象
と
な
る
。

【
答
】

12
戸
で
外
壁
の
改
修
で
あ
り
、
築
年
数

が
20
年
か
ら
21
年
が
経
過
し
て
い
る
。

【
答
】

今
回
の
長
寿
命
化
計
画
の
中
で
大
利
団

地
が
令
和
６
年
度
に
計
画
さ
れ
て
い
た
。

牧
野
団
地
に
関
し
て
は
、
現
在
の
長
寿
命
化

計
画
で
は
、
軽
微
な
修
繕
で
対
応
す
る
計
画
に

な
っ
て
い
る
。
次
期
計
画
の
中
で
令
和
７
年
度

に
設
計
を
し
て
令
和
８
年
度
に
工
事
を
す
る
よ

う
な
計
画
を
立
て
い
る
。

補
正
予
算
か
ら

当
初
予
算
か
ら



当
初
予
算
か
ら
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【
問
】

地
方
バ
ス
運
行
等
特
別
対
策
補
助
金
が

昨
年
よ
り
57
万
円
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
。

廃
止
の
計
画
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
尋
ね
る
。

【
問
】

稼
げ
る
村
づ
く
り
応
援
団
（
ふ
る
さ
と

特
使
）
推
進
事
業
に
つ
い
て
か
な
り
の
方
が
特

使
に
な
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
事
業
の

内
容
を
尋
ね
る
。

【
答
】

産
交
バ
ス
と
の
調
整
に
よ
り
次
年
度
要

求
額
で
あ
る
。

産
交
バ
ス
の
存
続
状
況
で
あ
る
が
、
三
者
会

議
（
阿
蘇
市
・
産
交
バ
ス
・
産
山
村
）
に
て
協

議
中
で
あ
る
。

【
答
】

ふ
る
さ
と
特
使
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

産
山
村
が
好
き
で
あ
る
方
、
村
の
出
身
者
、
関

係
の
あ
る
方
に
依
頼
し
同
意
を
頂
き
交
付
し
て

い
る
。
１
４
０
名
程
度
を
目
標
に
し
て
現
在
約

70
名
程
度
が
特
使
に
な
り
産
山
の
情
報
、
広
報

誌
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
り
家
族
、
仕
事
先
に
情
報

を
流
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
名
刺
等
も
配
布
し

て
産
山
村
に
来
て
飲
食
や
品
物
を
買
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
活
動
す
る
た
め
の
費
用
で
あ
る
。

【
問
】

な
で
し
こ
の
里
で
先
日
、
入
居
者
の
方
の

事
故
が
あ
っ
た
が
そ
れ
に
伴
う
対
策
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
た
か
尋
ね
る
。

【
問
】

粗
放
的
利
用
作
物
育
成
実
証
事
業
に
つ
い

て
内
容
を
尋
ね
る
。

【
問
】

情
報
通
信
環
境
整
備
対
策
事
業
等
の
内
容

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

【
答
】

事
故
報
告
及
び
今
後
の
改
善
策
に
つ
い
て

や
ま
な
み
会
か
ら
提
案
が
あ
り
、
施
設
内
に
改
善

策
を
設
置
す
る
の
で
、
村
か
ら
確
認
に
行
き
、
内

容
に
つ
い
て
は
書
面
に
て
覚
書
を
残
す
よ
う
話
を

し
て
い
る
。

【
答
】

効
率
の
い
い
農
地
は
、
集
積
し
て
担
い
手

等
に
任
せ
て
、
そ
れ
以
外
の
土
地
を
荒
ら
さ
な
い

た
め
、
管
理
で
き
る
よ
う
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
く

計
画
で
あ
っ
た
り
、
植
え
付
け
る
作
物
の
検
証
や

機
械
の
実
証
を
行
う
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
方
に
聞
き
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

【
答
】

無
線
基
地
局
の
整
備
に
係
る
試
行
調
査
委

託
３
カ
所
（
フ
ァ
ー
ム
ビ
レ
ッ
ジ
産
山
、
う
ぶ
や

ま
牧
場
、
ヒ
ゴ
タ
イ
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
）
で
情
報

通
信
機
能
が
弱
い
所
に
基
地
局
を
整
備
し
て
ネ
ッ

ト
環
境
を
良
く
し
来
訪
者
の
満
足
度
を
上
げ
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】

産
山
地
区
公
民
館
の
耐
震
診
断
調
査
委
託
つ
い

て
１
８
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
耐
震
診
断

調
査
だ
け
で
こ
の
金
額
に
な
る
の
か
。

水
管
理
施
設
の
整
備
に
係
る
試
行
調
査
委
託
に
つ
い

て
は
、
水
道
施
設
の
田
尻
大
神
宮
や
南
田
尻
配
水
池
等

に
つ
い
て
、
水
位
し
か
見
れ
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、

水
道
施
設
を
見
直
す
上
で
テ
レ
コ
ン
・
テ
レ
メ
ー
タ
ー

化
を
進
め
集
中
管
理
し
な
い
と
難
し
く
な
っ
て
い
る
の

で
そ
う
言
っ
た
こ
と
も
含
め
て
実
証
し
て
い
く
。

現
在
役
場
に
あ
る
水
位
計
に
つ
い
て
も
大
半
が
故
障

し
て
い
る
た
め
、
通
信
設
備
の
検
討
を
実
証
し
て
い
く
。

【
答
】

各
地
区
公
民
館
は
、
指
定
避
難
所
に
な
っ
て
お

り
早
急
に
耐
震
調
査
が
必
要
で
、
一
度
に
は
で
き
な
い

の
で
計
画
的
に
行
い
今
回
は
産
山
地
区
公
民
館
を
行
う

も
の
で
あ
る
。

な
お
、
調
査
内
容
と
し
て
耐
震
も
あ
る
が
屋
根
裏
に

ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
か
調
査
し
な
い
と
分
か

ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
そ
の
た
め
、
１
８
０
０
万
円
を

計
上
し
た
。
調
査
内
容
は
基
本
調
査
の
み
で
あ
る
。

本年度耐震調査を行う産山地区公民館

現在運行中の産交バス



令和6年第3回臨時会

令和6年第3回臨時会が3月27日に開催され、予算議案1議案、条例2議案を審議し、全会一致で
可決されました。

令和5年度一般会計補正予算（第7号）

補正予算5,507万円が増額され、総額24億4,604万円に

〇歳入の主なものは、各種交付税確定に伴い増額。

〇歳出の主なものは、うぶやま牧場の経営支援補助金として1,750万円を増額補助。

〇産山村光インターネット使用料及び手数料条例の一部を改正する条例について
要旨 産山村インターネットの月額使用料を4,598円から4,400円に変更。

〇産山村介護保険条例の一部を改正する条例について
要旨 産山村介護保険の第9期事業計画に基づき、保険料を条例改正。

7 2024（令和6年5月）産山議会だより

阿蘇広域行政事務組合 令和５年議会定例会報告

令和６年３月２６日に大阿蘇環境センター未来館において、阿蘇広域行政事務の定例会が開催さ

れ、議会選出議員２名が出席しました。
なお、令和６年度の負担額は、下記のとおりです。

項 目 一般管理 介護保険対策障害支援対策 火葬事務 中部火葬施設 環境総務

産 山 村 235万円 189万円 16万円 12万円 228万円 46万円

阿蘇広域全体 1億62万円 7,657万円 707万円 444万円 2,341万円 1,724万円

項 目 清掃施設 最終処分場 中部清掃 し尿処理施設 消 防 合 計

産 山 村 2,712万円 140万円 1万円 687万円 4,318万円 8,584万円

阿蘇広域全体7億9,805万円 3,972万円 15万円2億4,854万円 10億6,207万円 23億7,788万円

＊産山村の負担額は、前年比108.3％（661万円増） 万円以下については、端数調整
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Q：山村留学への関心が必要では‼ A：理解を深めるよう工夫する。

■
山
村
留
学
に
つ
い
て

【
教
育
長
】
令
和
元
年
度
に
山
村
留
学

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
開
催
し
、
山

村
留
学
の
概
要
、
ほ
か
自
治
体
の
山

村
留
学
に
係
る
事
例
等
の
学
習
会
を

開
催
し
た
。
な
お
、
視
察
研
修
を
計

画
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
令
和
元
年
か

ら
令
和
３
年
度
に
か
け
て
事
業
が
休

止
と
な
っ
た
。
令
和
５
年
３
月
に
事

業
が
再
開
さ
れ
、
福
岡
県
八
女
市
星

野
村
の
山
村
留
学
の
取
組
に
つ
い
て
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
視
察
研
修

を
行
っ
た
。
令
和
５
年
度
に
お
い
て

は
、
産
山
村
の
特
色
あ
る
教
育
や
自

然
環
境
体
験
と
し
て
、
一
泊
二
日
の

山
村
留
学
体
験
会
を
開
催
し
、
県
内

か
ら
２
家
族
の
参
加
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
視
察
研
修
を
行
い
、
東
京

都
全
国
山
村
留
学
協
会
、
長
野
県
北

相
木
村
を
視
察
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

一
般
質
問

【
議
員
】
山
村
留
学
の
進
捗
状
況
を

尋
ね
る
。

県
と
連
携
し
、
地
域
の
人
づ
く
り

講
座
を
実
施
し
、
星
野
村
の
一
般

社
団
法
人
星
野
ふ
る
さ
と
専
務
理

事
や
内
閣
府
地
域
活
性
化
伝
道
師

を
迎
え
、
３
回
の
講
座
を
開
催
し

た
。

【
教
育
長
】
御
指
摘
の
と
お
り
、
地

域
村
民
の
関
心
が
今
ひ
と
つ
の
よ

う
に
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
延

べ
52
名
の
参
加
で
は
あ
っ
た
が
、

あ
と
１
年
あ
る
の
で
、
し
っ
か
り

と
学
校
や
保
護
者
の
方
を
巻
き
込

ん
で
、
理
解
を
深
め
る
た
め
工
夫

を
し
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】
地
域
人
づ
く
り
講
座
に
参

加
し
た
が
、
参
加
者
が
少
な
い
の

で
は
な
い
か
。

■
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に

つ
い
て

【
総
務
課
長
】
産
山
学
園
に
２
台
、

保
育
園
に
４
台
、
役
場
に
２
台
、

そ
の
他
防
災
カ
メ
ラ
と
し
て
４

台
を
現
在
設
置
し
て
い
る
。

今
後
は
幹
線
道
路
沿
い
を
含

め
た
場
所
を
中
心
に
検
討
し
て

い
る
。

【
村
長
】
箇
所
に
つ
い
て
十
分
検

討
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
の

問
題
も
あ
る
の
で
検
討
し
な
が

ら
進
め
た
い
。

【
議
員
】
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に

つ
い
て
、
現
在
の
設
置
状
況
及

び
今
後
の
設
置
予
定
を
尋
ね
る
。

■
役
場
職
員
の
退
職
に
つ
い
て

【
総
務
課
長
】
退
職
者
は
次
の
と
お
り

【
村
長
】
近
年
多
く
の
市
町
村
が
苦
慮
し

て
お
り
、
職
員
を
確
保
で
き
ず
に
加
重

労
働
と
な
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

す
れ
ば
大
き
な
課
題
と
な
る
。

そ
の
た
め
、
課
題
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
真
摯
に
受
け
止
め
て
、
真
剣
に
取
り

組
み
た
い
。

【
議
員
】
役
場
職
員
の
退
職
に
つ
い
て
、

こ
こ
５
年
間
で
何
名
の
方
が
退
職
さ
れ

た
か
。

井 芳美

議員

【
議
員
】
こ
の
前
事
故
が
あ
り
、

直
ち
に
八
本
松
に
街
灯
と
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
べ
き
で
は
。

【
議
員
】
働
き
方
改
革
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
職
員
の
残
業
が
多
い
の
で
な
い
か
。

【
議
員
】
職
員
や
村
民
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ

せ
る
た
め
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の

整
備
す
る
な
ど
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
上
が
る
よ
う
な
職
場
づ
く
り
を

心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q：八本松に防犯カメラを設置しては‼ A：十分検討する。

Q：職員の働き方改革を‼ A：原因の解明に真剣に取組む。

年 度 退職者数

平成30年 3名

令和元年 3名

令和2年 1名

令和3年 2名

令和4年 3名

令和5年 4名

八本松交差点

写真は第２回地域の人づくり講座風景
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Q：長期避難の物資搬送体制は‼ A：避難所運営マニュアル沿って行う。

■
災
害
時
等
の
支
援
体
制
に
つ
い
て

【
住
民
課
長
】
本
村
の
災
害
備
蓄
品
と

搬
送
体
制
に
つ
い
て
は
、
産
山
の
防

災
計
画
並
び
に
防
災
対
策
要
綱
、
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
住

民
課
が
備
蓄
管
理
を
担
当
し
、
災
害

時
に
迅
速
な
物
資
の
搬
送
と
提
供
を

行
い
、
安
定
的
な
避
難
所
の
運
営
が

で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

備
蓄
品
が
不
足
状
態
に
な
れ
ば
災

害
対
策
本
部
を
通
じ
て
、
必
要
な
も

の
を
県
や
国
に
要
望
し
て
、
避
難
所

運
営
班
で
受
け
入
れ
、
供
給
し
て
い

く
計
画
で
す
。

鈴木 健士

議員

【
議
員
】
本
村
災
害
時
の
食
糧
及
び
支

援
物
資
の
種
類
と
在
庫
状
況
、
そ
の

搬
送
体
制
に
つ
い
て
そ
れ
に
関
連
し

て
長
期
避
難
に
及
ん
だ
場
合
、
新
た

に
考
え
て
い
る
も
の
な
ど
あ
っ
た
ら

伺
い
た
い
。

【
住
民
課
長
】
期
限
切
れ
食
料
品
は
、

廃
棄
処
分
を
行
っ
て
い
る
。
非
常
時

に
必
要
と
す
る
数
量
を
考
え
ま
し
て
、

今
後
も
適
正
な
管
理
に
努
め
て
い
き

た
い
。

【
議
員
】
廃
棄
処
分
と
い
う
こ
と
だ
が
、

今
後
は
防
災
訓
練
な
ど
を
行
う
時
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

災
害
も
因
果
関
係
の
種
類
に
よ
っ

て
は
、
道
路
状
況
、
河
川
状
況
と
被

害
は
大
き
く
異
な
り
、
救
援
物
資
を

被
災
者
の
元
へ
届
け
る
こ
と
は
容
易

で
な
い
。
公
的
避
難
所
だ
け
で
な
く
、

自
主
避
難
さ
れ
る
全
て
の
人
々
に
物

資
が
行
き
渡
る
よ
う
に
最
善
の
計
画

を
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
防
災
専
門
性
を
有
す
る
外
部

人
材
の
採
用
に
つ
い
て

【
村
長
】
現
在
、
頻
発
す
る
大
災
害

に
備
え
、
避
難
対
策
も
含
め
て
大

き
な
課
題
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
、

専
門
的
知
見
を
有
す
る
防
災
担
当

職
員
の
配
置
に
つ
い
て
県
と
も
協

議
し
、
外
部
人
材
を
含
め
た
採
用

に
向
け
、
検
討
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

【
総
務
課
長
】
国
が
平
成
27
年
度
に

地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
を

創
設
。

現
在
、
熊
本
県
内
に
お
い
て
は
、

10
市
、
９
町
、
４
村
、
県
内
で
半

数
の
市
町
村
が
配
置
し
て
い
る
。

【
議
員
】
大
変
心
強
い
備
蓄
が
あ
っ
て
、

う
れ
し
く
思
う
。

食
料
品
物
資
の
入
れ
替
え
の
際
に

賞
味
期
限
切
れ
は
ど
の
よ
う
に
取
り

扱
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

【
議
員
】
日
ご
ろ
か
ら
、
村
民
の
防

災
意
識
を
高
め
る
よ
う
啓
発
し
、

有
事
の
際
に
は
的
確
で
、
効
率
的

な
救
助
や
被
災
支
援
が
で
き
る
、

経
験
豊
富
で
熟
練
さ
れ
た
職
員
を

配
置
す
る
こ
と
は
、
村
民
の
安
心

安
全
を
担
う
に
必
要
な
事
案
と
考

え
ま
す
。
万
全
な

体
制
で
地
域

防
災
に
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

品 名 数 量

保存水2L 450本

500㎖ 960本

非常用米・パン 965食

おかず缶詰等 630食

品 名 数 量

トイレットペーパー 624個

ウエットティッシュ 400袋

タオル 478枚

簡易式便袋 200枚

大人用おむつ 422枚

子供用おむつ 4900枚

ハンドソープ 171本

カイロ 500個

品 名 数 量

間仕切り 110セット

エアーマット 120セット

毛布 100枚

ブルーシート 400枚

非常食関係衛生品・感染対策関係 避難所生活資材関係

＊産山村の災害物資の主要一覧

【
議
員
】
村
で
は
、
防
災
の
専
門
性

を
有
し
た
人
材
を
災
害
担
当
職
員

と
し
て
採
用
を
考
え
て
い
な
い
の

か
。
ま
た
、
県
内
で
災
害
担
当
職

員
を
採
用
し
て
い
る
自
治
体
情
報

が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

Q： 災害担当職員の採用を‼ A： 外部人材も含めて検討する。



2024（令和6年5月）産山議会だより 10

Q：現在の情報システムと並行してSNS活用を考えては‼ A：前向きに取組む。

■
お
知
ら
せ
端
末

【
村
長
】
お
知
ら
せ
端
末
の
更
新
事

業
の
中
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
を

活
用
し
た
お
知
ら
せ
を
準
備
し
て

い
る
。
詳
細
は
、
担
当
課
長
か
ら

説
明
さ
せ
る

【
総
務
課
長
】
従
来
の
お
知
ら
せ
端

末
は
、
阿
蘇
市
・
産
山
管
内
を
無

料
で
通
話
で
き
、
防
災
行
政
無
線

の
役
割
を
備
え
、
様
々
な
情
報
・

通
行
止
め
・
葬
儀
等
発
信
し
て
い
る
。

ス
マ
ホ
の
普
及
率
の
低
い
時
代

に
は
情
報
発
信
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

現
在
、
令
和
５
年
度
か
ら
３
ケ

年
か
け
て
、
各
家
庭
の
お
知
ら
せ

端
末
の
機
器
を
更
新
し
て
い
る
。

新
し
い
端
末
で
は
、
携
帯
で
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
の
ア
プ
リ
を
読
み
込
め
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
の
携
帯
電
話
で
、
お
知

ら
せ
端
末
と
同
じ
情
報
を
共
有
で

城本 俊成

議員

【
議
員
】
お
知
ら
せ
端
末
と
併
用
し

て
ス
マ
ホ
等
、
個
々
の
機
器
に
情

報
発
信
で
き
な
い
か
。

き
る
よ
う
に
な
る
。
今
後
、
端

末
更
新
時
に
、
周
知
を
図
り
、

機
能
が
有
益
と
な
る
よ
う
努
め

た
い
。

【
企
画
振
興
課
長
】
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
行
政

ア
カ
ウ
ン
ト
の
取
得
が
１
２
０
０
あ

り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
結

ん
で
い
る
自
治
体
は
５
０
０
を
超
え

て
い
る
。
行
政
情
報
か
ら
申
請
手
段

ま
で
増
え
て
お
り
、
ア
プ
リ
利
用
に

関
し
て
は
、
取
り
組
む
こ
と
は
、
十

分
に
可
能
で
は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
情
報
発
信
に
は
、
個
人
情

報
も
あ
り
ル
ー
ル
作
り
が
必
要
と
考

え
ら
れ
る
。
よ
り
広
く
周
知
が
出
来

る
手
法
を
と
っ
て
い
き
た
い
と
執
行

部
側
も
考
え
て
お
り
、
前
向
き
な
方

向
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
議
員
】
現
段
階
で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
、

リ
ス
ク
も
若
干
あ
り
、
フ
ル
で
の
相

互
発
信
の
必
要
性
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
が
、
携
帯
に
情
報
発
信
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
十
分
に

研
究
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

【
議
員
】
新
し
い
お
知
ら
せ
端
末

で
は
、
進
化
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

携
帯
等
で
情
報
共
有
で
き
る
。

し
か
し
、
３
ケ
年
計
画
で
は

タ
イ
ム
ラ
グ
が
大
き
い
。
業
界

人
で
は
な
い
が
、
一
つ
の
例
と

し
て
、
国
民
の
70
％
が
利
用
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
が
あ
り
、
既
に
、
自
治
体

ア
カ
ウ
ン
ト
を
取
得
し
て
い
る

の
も
70
％
、
１
２
０
０
の
自
治

体
が
取
得
し
行
政
官
内
の
情
報

発
信
に
利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
情
報
漏
洩
と
い
う
問

題
点
も
あ
り
、
改
善
さ
れ
る
方

向
ら
し
い
が
、
行
政
コ
ス
ト
が

か
か
ら
な
い
と
言
う
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
い
。
今
回
の
端
末
事
業

で
は
３
ケ
年
で
７
０
０
０
万
円

を
超
え
る
事
業
費
で
あ
る
。
民

間
の
行
政
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な

い
も
の
も
並
行
利
用
し
な
が
ら
、

次
の
段
階
で
は
、
行
政
コ
ス
ト

が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
で
き
な

い
も
の
か
。

令和5年から令和7年度までに整備さ

れる新しいお知らせ端末



Q：幹線道路に通称名と付けては‼ A：地域の理解を得ながら検討する。

■
県
道
１
３
１
号
笹
倉
～
久
住
線

に
通
称
を

井 春夫

議員

【
議
員
】
県
道
に
は
通
称
が
つ
い
て

い
る
箇
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
例

ば
、
北
外
輪
の
県
道
３
３
９
号
線

に
は
「
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
と
通
称

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

全
国
に
は
通
称
を
つ
い
て
い
る

県
道
は
約
１
万
カ
所
以
上
あ
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、
正
式
な
路
線
名

と
は
別
に
、
道
路
の
特
徴
と
か
、

歴
史
、
あ
る
い
は
文
化
な
ど
に
基

づ
い
て
地
元
の
人
々
や
行
政
機
関

に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
多
数
で
あ
る
。

道
路
通
称
の
制
定
は
、
道
路
法

に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
都
道

府
県
の
自
主
的
な
取
組
で
あ
る
た
め
、

熊
本
県
の
出
先
機
関
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
県
道
に
通
称
を
つ
け
る

規
制
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
や
道

路
標
識
設
置
基
準
に
明
確
な
規
定

は
な
い
よ
う
で
、
一
般
的
に
は
道

路
の
性
格
、
目
標
値
の
知
名
度
、

道
路
密
度
等
を
考
慮
し
て
、
道
路

管
理
者
が
適
切
に
決
定
す
る
も
の

【
村
長
】
一
般
的
に
道
路
に
愛
称
が

つ
け
ら
れ
る
理
由
は
、
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
や
観
光
振
興
に
役
立
て
ら

れ
て
お
り
、
全
国
各
地
で
愛
称
名

が
つ
け
ら
れ
た
道
路
が
あ
る
。

利
用
者
に
分
か
り
や
す
く
、
親
し

み
や
す
い
道
路
愛
称
を
つ
け
る
こ

と
は
交
通
の
利
便
性
の
向
上
に
繋

が
る
と
と
も
に
、
場
所
の
特
定
が

し
や
す
く
、
目
的
地
へ
移
動
が
し

や
す
く
な
る
と
い
う
面
で
大
き
な

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
災

害
時
等
に
お
け
る
避
難
や
緊
急
輸

送
等
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に

も
役
立
て
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

地
域
の
意
識
の
高
揚
を
含
め
、

醸
成
を
図
り
、
行
政
も
含
め
地
域

の
理
解
を
得
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

と
さ
れ
て
い
る
。

県
道
に
通
称
を
つ
け
る
こ
と
は
、

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
か
観

光
振
興
に
も
非
常
に
貢
献
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

村
内
に
は
、
４
路
線
の
県
道
が

あ
り
、
「
県
道
１
３
１
号
笹
倉
～

久
住
線
」
は
村
内
中
央
部
を
横
切

る
幹
線
道
路
で
あ
り
、
こ
の
道
路

に
通
称
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
地

域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
あ
る
い

は
観
光
振
興
に
も
寄
与
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。

本
件
は
、
今
年
度
産
山
学
園
を

卒
業
し
た
生
徒
が
、
子
ど
も
会
議

に
提
案
を
し
た
か
っ
た
が
、
他
案

件
を
優
先
し
た
た
め
に
こ
の
提
案

が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を

聞
い
て
お
り
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
案
と

し
て
、
ヒ
ゴ
タ
イ
友
好
ロ
ー
ド
、

カ
セ
サ
ー
ト
通
り
な
ど
の
案
が
あ

っ
た
よ
う
だ
。

産
山
村
の
知
名
度
の
向
上
、
活

性
化
、
観
光
振
興
の
た
め
、
県
道

に
通
称
を
つ
け
る
こ
と
を
検
討
で

き
な
い
か
伺
う
。

【
議
員
】
タ
イ
王
国
と
友
好
35
周
年

で
も
あ
り
、
広
く
村
民
に
理
解
を

得
て
、
一
般
公
募
等
な
ど
に
よ
り

通
称
を
付
け
、
村
民
で
幹
線
道
路

を
育
て
て
ほ
し
い
。

2024（令和6年5月）産山議会だより11

県道11号別府～一の宮線は「やまなみ

ハイウエイ」と呼ばれ親しまれている

県道131号線笹倉～久住線産山学園前



主 な 議 会 活 動
月 日 内 容 場 所 参加者

2月2日 熊本県町村議会理事会（リモート会議） 産山村 議 長

2月19日
子どもヘルパー活動報告会

例月監査
産山村

議 長

監査委員

2月20日 熊本県市町村総合事務組合定例会 熊本市 議 長

2月22日 熊本県町村議長会定期総会 熊本市 議 長

2月26日
第1回臨時会

第1回、2回全員協議会
産山村 議員全員

3月4日 阿蘇DC第6回理事会 阿蘇市 議 長

3月8日～15日 第2回3月定例会及び第3回全員協議会 産山村 議員全員

3月9日 産山学園卒業証書授与式 産山村 議員全員

3月22日 熊本県町村監査委員協議会総会 熊本市 監査委員

3月23日 うぶやま保育園卒園式 産山村 議員２名

3月26日 阿蘇広域行政事務定例会 阿蘇市 広域議員

3月27日 第3回臨時会 産山村 議員全員

3月28日 例月監査 産山村 監査委員

4月2日 うぶやま保育所入園式 産山村 議員２名

4月9日
産山学園入学式

阿蘇市町村議長会・阿蘇郡議長会総会

産山村

阿蘇市

議員全員

議 長

4月15日 中九州高規格道路監査 産山村 議 長

4月17日 第4回全員協議会 産山村 議員全員

4月26日 例月監査 産山村 監査委員

この度、再び教育長任命の同意を頂いた星山です。村民の皆様の負託に応える

べく精一杯、精進いたします。よろしくお願いします。

「うぶやまの教育」は、地域と連携した特色ある教育課程や取組で全国から注目

されており、この４月からも放送大学の教材番組として４年間にわたって全国に

紹介されます。

「うぶやまの教育」の目指すところは、産山ならではの教育で、「産山で教育を受けて良かった、

受けさせて良かった」と実感できる教育の創造です。このことを村民の皆さんとともに目指してい

きたいと思います。

また、社会教育では、広く村民の皆様と連携しつつ、地域の課題解決やまちづくりにつなげるた

め、学習機会の提供等、生涯学習の振興に取り組んで参ります。よろしくお願いいたします。

広報特別委員会

委員長 岩下 徳行

副委員長 城本 俊成

委 員 井 芳美

委 員 鈴木 健士

発行責任者 議長 西澤 正

編 集 広報特別委員会

発 行 産山村議会

熊本県阿蘇郡産山村山鹿488番地3

☎０９６７－２５‐２６３５

教育長再任

今年の桜は、梅雨のような風雨のため早く散り、残念で

したが草木も新芽を出し、あたり一面新緑に染まる季節と

なりました。この季節は、心がウキウキし、私は一番好き

な季節です。

さて、熊本地震から８年が過ぎました。あの当時の恐ろ

しさを忘れかけているのは私だけでしょうか。

是非村民の皆様も今一度８年前の恐ろしさを思い出して、

地震の備えに努めていただきたいと願う次第です。

編集後記


